
第５５期

計 算 書 類

自　　　２０２４年　４月　１日

至　　　２０２５年　３月３１日

株式会社オークラ ニッコー ホテルマネジメント



金　額 金　額

千円  千円  

流　動　資　産 (16,895,335) 流　動　負　債 (5,607,770)

現 金 及 び 預 金 84,820  未 払 金 965,846  

売 掛 金 2,208,729  未 払 費 用 1,023,952  

リ ー ス 投 資 資 産 117,069  リ ー ス 債 務 117,069  

貯 蔵 品 14,343  未 払 法 人 税 等 377,921  

前 払 費 用 123,382  未 払 消 費 税 等 76,585  

立 替 金 491,796  前 受 金 5,706  

未 収 入 金 130,733  預 り 金 2,751,478  

短 期 貸 付 金 13,739,778  賞 与 引 当 金 138,827  

そ の 他 123,827  そ の 他 150,383  

貸 倒 引 当 金 ▲139,146  

固　定　負　債 (8,802,698)

固　定　資　産 (5,159,437) 長 期 借 入 金 200,000  

　（有形固定資産） (18,990) 長 期 未 払 金 2,215  

建 物 6,364  リ ー ス 債 務 292,673  

工 具 器 具 備 品 12,625  長 期 預 り 保 証 金 1,653,318  

商 品 券 回 収 損 引 当 金 5,891  

　（無形固定資産） (330,539) 退 職 給 付 引 当 金 93,738  

ソ フ ト ウ ェ ア 17,795  役 員 退 職 慰 労 引 当 金 64,178  

施 設 利 用 権 188  関 係 会 社 事 業 損 失 引 当 金 6,487,154  

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 312,555  資 産 除 去 債 務 3,528  

　（投資その他の資産） (4,809,907)

投 資 有 価 証 券 284,140  

関 係 会 社 株 式 282,415  

リ ー ス 投 資 資 産 292,673  

長 期 貸 付 金 18,006  

長 期 未 収 入 金 64,553  　（株主資本） (7,639,366)

差 入 保 証 金 1,705,541  資　　本　　金 4,272,000  

繰 延 税 金 資 産 2,158,242  資　本　剰　余　金 27,116  

そ の 他 74,888  　資   本   準   備   金 26,895  

貸 倒 引 当 金 ▲70,553  　その他資本剰余金 220  

利　益　剰　余　金 3,340,249  

　利   益   準   備   金 140,976  

　その他利益剰余金 3,199,273  

　　繰越利益剰余金 3,199,273  

　（評価・換算差額等） (4,938)

その他有価証券評価差額金 4,938  

22,054,773  22,054,773  

科　目科　目

2025年3月31日現在

貸　　借　　対　　照　　表

負　債　の　部資　産　の　部

資　産　合　計 負債・純資産合計

14,410,468  負　債　合　計

純　資　産　の　部

7,644,304  純　資　産　合　計
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千円  千円  

売　上　高 6,646,616  

営　業　費　用 4,667,992  

1,978,623  

営　業　外　収　益 352,798  

受 取 利 息 76,112  

受 取 配 当 金 1,627  

受 取 債 務 保 証 料 17,151  

未 回 収 ポ イ ン ト 受 入 益 255,070  

そ の 他 2,835  

営　業　外　費　用 62,012  

支 払 利 息 2,380  

為 替 差 損 23,895  

そ の 他 35,736  

2,269,409  

特　別　利　益 578,398  

関 係 会 社 事 業 損 失 引 当 金 戻 入 益 430,546  

関 係 会 社 清 算 分 配 金 147,851  

特　別　損　失 17,469  

固 定 資 産 除 却 損 3,105  

関 係 会 社 株 式 評 価 損 14,363  

2,830,339  

956,638  

▲1,779,864  ▲823,226  

3,653,565  

営　業　利　益

損　　益　　計　　算　　書

至　2025年  3月31日

自　2024年  4月  1日

金　額科　目

経　常　利　益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税

当　期　純　利　益

税　引　前　当　期　純　利　益
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その他

利益剰余金

繰越

利益剰余金

当期首残高 4,272,000 26,895 220 27,116 140,976 ▲454,292 ▲313,316 3,985,800

当期変動額 -

当期純利益 3,653,565 3,653,565 3,653,565

株主資本以外の

項目の当期

変動額（純額）

-

当期変動額合計 - - - - - 3,653,565 3,653,565 3,653,565

当期末残高 4,272,000 26,895 220 27,116 140,976 3,199,273 3,340,249 7,639,366

その他

有価証券

評価差額金

評価・

換算差額等

合計

当期首残高 29,988 29,988 4,015,789

当期変動額 -

当期純利益 3,653,565

株主資本以外の

項目の当期

変動額（純額）

▲25,050 ▲25,050 ▲25,050

当期変動額合計 ▲25,050 ▲25,050 3,628,515

当期末残高 4,938 4,938 7,644,304

評価・換算差額等

純資産

合計

資本金

（単位：千円）

株主資本等変動計算書（自　2024年4月1日　至 2025年3月31日）

株主資本

利益剰余金資本剰余金

株主資本

合計

利益

剰余金

合計

利益

準備金

資本

剰余金

合計

その他

資本

剰余金

資本

準備金
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１.　重要な会計方針に係る事項に関する注記

(１) 有 価 証 券 の 評 価 基 準 及 び 評 価 方 法 ： 子会社株式、関連会社株式は移動平均法による原価法

その他有価証券のうち市場価格のない株式等以外のものは決算日の市場価格等によ

る時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

その他有価証券のうち市場価格のない株式等は移動平均法による原価法

(２) 棚 卸 資 産 の 評 価 基 準 及 び 評 価 方 法 ： 移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(３) 固 定 資 産 の 減 価 償 却 の 方 法 ： 有形固定資産は定額法

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物は5年～24年、工具器具備品は2年～15年

無形固定資産は定額法

主な耐用年数は次のとおりであります。

自社利用のソフトウェアは5年

(４) 引 当 金 の 計 上 基 準

① 貸倒引当金

② 賞与引当金

③ 商品券回収損引当金

④ 退職給付引当金

⑤ 役員退職慰労引当金

⑥ 関係会社事業損失引当金

(５) 重 要 な 収 益 の 計 上 基 準

① ホテル運営管理業務

② その他の業務

　関係会社の事業に係る損失に備えるため、関係会社の財政状態等を勘案し、当該関係会社への投融資額を超えて負担が見込まれ

る額を計上しております。

　当社は主に運営受委託契約に基づく、国内及び海外のホテル運営管理業務に関するサービス及びその他の業務を提供しておりま

す。

　ホテル運営管理業務においては、ライセンス許諾及びマーケティングサービス等及びそれらに付帯するサービスを提供しており

ます。

　これらのサービスについては契約先のホテルにおける売上や利益等の指標に対して契約で定められた料率を乗じて算定された額

により収益の額が算定され、サービスの提供を行う一定の期間にわたり収益を認識しております。

　その他の業務においては、主に運営管理を行う各ホテルに対するITシステムの導入支援及びライセンス供与に関するサービスを

提供しております。

　ITシステムの導入に関するサービスについては、顧客にサービスの提供が完了した時点で収益を認識しております。

　なおサービスの提供のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者が提供するサービスと交換に受け

取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した額で収益を認識しております。

　ポイント管理事業に関してポイントの顧客への付与に応じて各ホテルから収受する金額のうち、各ホテルとのインセンティブプ

ログラム相当について金融負債として預り金に認識し、金融負債の消滅の要件を満たした時点で営業外収益として収益認識してお

ります。

個　別　注　記　表

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回

収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

　当社が発行している商品券の未回収分のうち、発行から一定期間経過後に収益に計上したものについて、将来の回収時に発生す

る損失に備えるため、過去の実績に基づく使用見込額を計上しております。

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

　退職給付の算定に当たり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、期間定額基準によっており

ます。

　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(7年)による定額法により按分し

た額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。
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千円

千円

千円

(１) ： 33,885千円

(２)

： 16,755,308千円

： 119,616千円

(800千US$)

(３)

： 14,117,178千円

： 297,673千円

： 572,680千円

： 1,853,318千円

(１)

： 481,953千円

： 1,546,232千円

： 95,339千円

(２)

(１)

： 8,544,000株

(２)

： 当該事項はありません。

②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

　　  2025年6月26日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案して

         おります。

配当金の総額 128,160千円

配当の原資 利益剰余金

１株当たりの配当額 15円

基準日 2025年3月31日

効力発生日 2025年6月30日

関係会社事業損失引当金 6,487,154

　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額によって見積っております。

　当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見

積りと異なった場合、翌事業年度の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

　関係会社株式については実質価額が著しく低下した場合には、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合を除き、実質価額ま

で減損処理を行っております。また関係会社の財政状態等を勘案し、関係会社の事業による損失に備えるため、関係会社事業損失引当金

を見積っております。

３.　貸借対照表等に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額

２.　会計上の見積りに関する注記

　会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす

可能性があるものは、次のとおりです。

繰延税金資産 2,158,242

関係会社株式 282,415

長期金銭債権

短期金銭債務

長期金銭債務

当事業年度末における発行済み株式の種類及び株式数

営業取引による取引高

株式会社グランドニッコー東京

（オペレーティング・リース債務）

Hotel Nikko of San Francisco, Inc.

（借入金）

４.　損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

保証債務

関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権

普通株式

配当に関する事項

①配当金支払額

売上高

営業費用

営業取引以外の取引による取引高

関係会社事業損失引当金戻入益

関係会社事業損失引当金戻入益は株式会社グランドニッコー東京に係るものであります。

５.　株主資本等変動計算書に関する注記
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(１)

繰延税金資産

関係会社株式評価損 1,601,715 千円

ポイント預り金 832,826 千円

投資有価証券評価損 98,870 千円

退職給付引当金 28,702 千円

賞与引当金 42,508 千円

関係会社事業損失引当金 1,986,366 千円

未払費用 18,617 千円

未払事業税 27,750 千円

その他 98,657 千円

繰延税金資産小計 4,736,016 千円

評価性引当額 ▲2,574,911 千円

繰延税金資産合計 2,161,104 千円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 2,179 千円

資産除去債務に対応する除去費用 682 千円

繰延税金負債合計 2,862 千円

繰延税金資産の純額 2,158,242 千円

(２)

　当社は、株式会社ホテル日航大阪が使用するホテル不動産について、定期賃貸借契約により賃借し、同社に転貸しております。

　当該賃貸借取引について、土地に係る部分はオペレーティング・リース取引として、建物等に係る部分は所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引として会計処理しております。

　土地に係る部分のオペレーティング・リース取引は解約不能であり、2025年3月末時点の未経過リース料は5,224,752千円（うち1

年以内1,529,196千円）となります。

　また、建物等に係る部分の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、貸借対照表においてリース投資資産及びリース

債務にそれぞれ409,743千円（うち1年以内117,069千円）計上しております。

６．税効果会計に関する注記

７．リースにより使用する固定資産に関する注記

法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　当社は、2022年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示

に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年8月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効

果会計の会計処理並びに開示を行っております。
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(１)

① 金融商品に対する取組方針

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

(２)

（単位：千円）

貸借対照表

計上額
時価 差額

①投資有価証券

　　その他有価証券 85,093  85,093  -  

②差入保証金 1,705,541  1,639,341  ▲66,199  

③長期預り保証金 1,653,318  1,587,423  ▲65,895  

　2025年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。なお、市

場価格のない株式等は、次表に含まれていません。（（注１）参照）

　また、現金及び預金・売掛金・未収入金・短期貸付金・未払金・預り金の時価については短期で決済されるため、時価は帳

簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（注１）非上場株式（貸借対照表計上額481,462千円）は、時価開示の対象とはしておりません。

金融商品の状況に関する事項

８．金融商品に関する注記

　当社は、資金運用・調達についてはCMS（キャッシュ・マネジメント・システム）を導入しており、資金余剰がある場合は

親会社に預託し、資金不足がある場合は親会社から借入により資金を調達しております。

　売掛金及び未収入金にかかる取引先の信用リスクは、経理規程　債権管理細則に従ってリスク低減を図っております。

　短期貸付金は親会社である株式会社ホテルオークラに対するものであります。

　投資有価証券は株式であり、上場株式については半期ごとに時価の把握を行っております。

　差入保証金は主に賃貸借契約に係るものであり、差入先の信用リスクに晒されております。

　当該リスクについては、差入先の信用状況を定期的に把握することを通じて、リスクの軽減を図っております。

　未払金はほとんど1年以内の支払期日であります。

　預り金のうち、カスタマーポイントについて、残高については顧客単位で管理しております。

　また、長期預り保証金は子会社である株式会社ホテル日航大阪からのホテル建物に係る敷金によるものであります。

金融商品の時価等に関する事項
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(１)

会社等の名称
議決権等の所有

（被所有）割合

関連当事者との

関係
取引の内容

取引金額

（注５）
科目 期末残高

資金の貸付

（注１、２）
1,728,382  短期貸付金 13,739,528  

商標の使用

（注３）
950,516  未払費用 543,588  

日本航空

株式会社

被所有

直接11.1%

商標の使用契約の締結

役員の兼務

商標の使用

（注４）
192,213  未払費用 211,569  

(２)

会社等の名称
議決権等の所有

（被所有）割合

関連当事者との

関係
取引の内容

取引金額

（注７）
科目 期末残高

ライセンス料並び

にマーケティング

サービス料の収受

（注１）

146,153  売掛金 13,331  

不動産賃借料の立

替（注２）
1,873,435  立替金 169,670  

建物ファイナンス

リース料の収受

（注２）

108,397  
リース

投資資産
409,743  

建物に係る敷金の

受取（注２）
-  

長期

預り保証金
1,653,318  

通算税効果額 282,938  未払金 282,938  

ライセンス料並び

にマーケティング

サービス料の収受

（注１）

258,275  売掛金 27,312  

債務保証

（注３）
16,755,308  - -  

エアポートホテル

運営企画株式会社

所有

直接100%

役員の兼務

金融取引

資金の借入

（注４、５）
200,000  長期借入金 200,000  

株式会社オークラ

ニッコーホテルマ

ネジメント金沢

所有

直接100%

役員の兼務

金融取引

資金の借入

（注４、５）
150,000  長期借入金 150,000  

119,616  

(800千US$)  

９.　関連当事者との取引に関する注記

親会社及び法人主要株主等 （単位：千円）

属性

親会社
株式会社

ホテルオークラ

被所有

直接80.3%

信用供与

役員の兼務

出向者受入

金融取引

主要株主

子会社及び関連会社等 （単位：千円）

属性

子会社
株式会社

ホテル日航大阪

所有

直接100%

ライセンス許諾契約の

締結

マーケティングサービ

ス契約の締結

役員の兼務

出向者受入

グループ通算

取引条件は市場価格に基づき決定しております。

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注５）

（注４）

（注３）

（注２）

（注１）

金利等については、市場金利に基づき合理的に決定しております。

子会社
Hotel Nikko of San

Francisco, Inc.

所有

直接100%

役員の兼務

債務保証

債務保証

（注６）
- -  

子会社

子会社

子会社

株式会社

グランドニッコー

東京

（注２）

（注１）

定期転貸借契約に基づき行っております。

ライセンス許諾並びにマーケティングサービス契約に基づき行っております。

商標使用許諾契約に基づき行っております。

商標等使用契約に基づき行っております。

取引金額には、消費税等は含まれておりません。

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注７） 取引金額には、消費税等は含まれておりません。

（注３） (株)グランドニッコー東京に対する債務保証は、同社の建物のリース債務に対するものであります。

（注５） 金利等については、市場金利に基づき合理的に決定しております。

（注６） Hotel Nikko of San Francisco, Inc.に対する債務保証は、同社の借入金に対するものであります。

（注４） 取引条件は市場価格に基づき決定しております。

所有

直接95.0%

ライセンス許諾契約の

締結

マーケティングサービ

ス契約の締結

役員の兼務

出向者受入

債務保証
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(３)

会社等の名称
議決権等の所有

（被所有）割合

関連当事者との

関係
取引の内容

取引金額

（注３）
科目 期末残高

株式会社ホテル

オークラ東京
なし

販売提携契約の締結

出向者受入
出向者人件費 802,597  未払費用 85,825  

株式会社ホテル

オークラ東京ベイ
なし

運営受委託契約の締結

出向者受入

運営受託料の収受

（注１）
207,667  売掛金 140,842  

Hotel Okura

Amsterdam B.V.
なし 運営受委託契約の締結

運営受託料の収受

（注２）
243,843  売掛金 229,988  

894 円 70 銭

427 円 62 銭

該当事項はありません。

兄弟会社等 （単位：千円）

属性

親会社の

子会社

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１） 運営委託契約に基づき行っております。

（注２） Management Agreementに基づき行っております。

親会社の

子会社

親会社の

子会社

１株当たり純資産額

１０.　１株当たり情報に関する注記

１１.　重要な後発事象に関する注記

１株当たり当期純利益

（注３） 取引金額には、消費税等は含まれておりません。
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